
節
電
は
日
本
の
構
造
転
換
の
契
機
（
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東
北
地
方
に
襲
来
し
た
地
震
と
津
波
に
よ
る
発
電
施
設
の
被
害
に
よ
り
、
今
夏
は
電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対

処
す
る
た
め
、
五
月
中
旬
、
政
府
の
電
力
需
給
緊
急
対
策
本
部
が
、
東
京
電
力
と
東
北
電
力
の
管
内
で
、
大
口
契
約
の
企
業

に
つ
い
て
は
七
月
一
日
か
ら
上
限
を
強
制
す
る
使
用
制
限
を
発
動
し
て
昨
年
夏
比
で
一
五
％
を
削
減
し
、
強
制
が
困
難
な
家

庭
に
つ
い
て
も
一
五
％
の
節
電
を
目
標
に
し
て
協
力
を
要
請
す
る
と
い
う
方
針
を
発
表
し
た
。 

 

こ
れ
は
今
夏
の
困
難
を
打
開
す
る
た
め
に
は
必
要
な
措
置
で
あ
る
が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
の
建
設
も
困
難

な
情
勢
と
な
っ
た
現
在
、
今
年
だ
け
で
は
な
く
、
長
期
の
電
力
不
足
の
発
生
も
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
奇
貨
と
し

て
、
目
先
の
電
力
問
題
の
解
決
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
諸
国
と
比
較
し
て
出
遅
れ
気
味
の
日
本
の
社
会
構
造
の
改

革
も
視
野
と
し
た
構
想
を
検
討
し
、
日
本
再
生
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
三
種
の
構
造
改
革
を

提
言
し
た
い
。 

 

第
一
は
情
報
社
会
へ
の
構
造
転
換
で
あ
る
。
数
字
は
省
略
す
る
が
、
日
本
は
通
信
基
盤
整
備
で
後
進
国
家
に
転
落
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
の
在
宅
勤
務
比
率
が
約
二
五
％
、
日
本
が
約
一
〇
％
と
い
う
数
字
は
通
信
利
用
実
態
も
出
遅
れ
て
い
る
こ
と

を
明
示
し
て
い
る
。
地
震
当
日
の
大
量
の
帰
宅
難
民
の
光
景
が
象
徴
し
て
い
た
が
、
毎
日
、
大
量
の
人
々
が
電
力
と
時
間
、

そ
し
て
体
力
も
消
費
し
な
が
ら
近
隣
諸
県
と
都
心
を
往
復
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
生
産
効
率
の
国
際
競
争
で
も
不

利
で
あ
る
。 

 

世
界
の
僻
地
に
は
、
日
本
以
上
に
携
帯
電
話
と
無
線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
い
る
地
域
が
多
数
あ
る
。
有
線
通

信
の
出
遅
れ
を
先
進
技
術
で
一
気
に
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
電
力
消
費
の
削
減
を
副
次
目
標
と
し
た
新
規
の
情
報
社

会
を
推
進
し
、
日
本
の
後
進
状
態
の
挽
回
を
目
指
す
戦
略
が
浮
上
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推

進
で
は
な
く
、
情
報
と
電
力
を
融
合
し
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
急
速
に
整
備
し
、
一
気
に
情
報
・
電
力
先
進
国
家
を
目
指

す
。 

 

第
二
は
多
様
社
会
へ
の
構
造
転
換
で
あ
る
。
日
本
は
構
成
民
族
も
使
用
言
語
も
多
様
で
は
な
い
。
ま
た
国
会
議
員
や
企
業

の
管
理
職
能
で
も
世
界
有
数
の
男
性
優
位
社
会
で
あ
る
。
こ
の
画
一
も
し
く
は
均
質
と
い
う
特
徴
は
、
同
一
製
品
を
大
量
生

産
す
る
工
業
社
会
で
は
有
利
な
特
徴
で
あ
り
、
日
本
は
百
年
程
度
で
世
界
有
数
の
工
業
国
家
に
な
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し

か
し
、
相
違
に
意
味
が
あ
る
情
報
が
主
体
と
な
る
情
報
社
会
が
到
来
し
、
こ
の
画
一
や
均
質
は
不
利
な
条
件
に
な
っ
て
き
た
。 

 

電
力
供
給
に
と
っ
て
の
問
題
は
累
積
の
需
要
で
は
な
く
、
瞬
間
の
需
要
で
あ
る
。
大
半
の
企
業
が
同
一
時
刻
に
始
業
し
終

業
す
る
社
会
、
多
数
の
国
民
が
同
一
の
放
送
番
組
を
集
中
し
て
視
聴
す
る
社
会
は
電
力
供
給
に
は
過
酷
な
条
件
で
あ
る
。
企

業
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
導
入
し
、
放
送
番
組
は
視
聴
率
争
い
か
ら
離
脱
し
、
国
民
は
相
互
に
類
似
し
て
い
な
い
物
事
に

価
値
を
見
出
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
電
力
供
給
に
有
利
に
な
る
と
と
も
に
、
多
様
社
会
の
出
遅
れ
を
挽
回
す
る
こ
と
に
も
な
る
。 

 

第
三
は
地
域
主
権
社
会
の
構
築
で
あ
る
。
こ
こ
数
十
年
間
、
地
方
分
権
の
推
進
は
何
度
も
挫
折
し
て
き
た
が
、
電
力
の
生

産
と
供
給
の
構
造
変
化
が
地
方
分
権
を
後
押
し
す
る
期
待
が
登
場
し
て
き
た
。
太
陽
電
池
や
風
力
発
電
に
よ
る
電
力
供
給
が

大
半
に
な
る
こ
と
は
困
難
に
し
て
も
、
増
加
は
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
分
散
電
源
で
あ
り
、
こ
れ
を
従
来
の
集
中
方
式
の

仕
組
に
組
込
む
の
は
得
策
で
は
な
く
、
発
電
も
配
電
も
多
数
の
地
域
に
分
散
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
分
散
社
会

を
推
進
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、
今
回
の
地
震
と
津
波
、
そ
の
結
果
と
し
て
発
生
し
た
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
電

力
不
足
は
、
ま
さ
に
工
業
社
会
か
ら
情
報
社
会
、
画
一
社
会
か
ら
多
様
社
会
、
集
中
社
会
か
ら
分
散
社
会
へ
と
社
会
構
造
が

根
底
か
ら
方
向
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
加
速
を
啓
示
し
た
事
象
の
よ
う
で
あ
る
。
今
夏
の
節
電
を
今
年
か
ぎ
り
の
問

題
の
解
決
と
し
て
で
は
な
く
、
日
本
の
長
期
の
方
向
転
換
の
一
歩
と
す
べ
き
で
あ
る
。 


